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■人口と世帯

人口　　59,628（－１）
男　　28,199（＋９）
女　　31,429（－10）
世帯数　20,779（＋25）
１月末現在（前月末比）

今回の紹介者

古賀　寛了
かんりょう

さん
鹿北町

（山鹿市文化財保護委員）

肥後の国国衆一揆の戦いについては、皆様十分ご存じの
ことと思いますが、当時鹿北町では、旧岳間地域は多久

た く

大
和守、旧広見地域の四丁

しちょう

区は古川美濃守、芋生
い も お

区は芋生摂
津守が統治していました。そして、それぞれ国衆一揆に加
担し、滅亡の道をたどりました。ところが同時代に岩野地
区を統治していた国衆は誰か、居宅は、居城は…全然文献
や手がかりになるものが無く、全くの空白状態でした。
一昨年（2004年）、旧大字岩野字下中

しもなか

に在住の野口雅明氏
から、古い巻物が出てきたので見て欲しいとの連絡を受け、
古文書に詳しい太田黒東雄氏と一緒に拝見しました。まず、
目に飛び込んできたのは、「岩野山城守道時」という氏名、
その弟の野口作之丞の氏名と花押

かお う

でした。日付を見ると大
永３年３日とあります。これは（1523年）国衆一揆が始ま
る64年前の日付です。このことから、岩野山城守も国衆一
揆に加担し敗れ去ったものと思われます。野口さんの話に
よると、野口家の先祖は筑後の方から攻めてきた軍勢に敗
れて滅んだとの言い伝えがあるとのことでした。古川美濃
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守が敗れた「勝負の戦い」も、やはり筑後の方からの軍勢に
敗れたと言われていますので、大いに関連がある話しである
と思います。
『先祖は藤原（＝菊

池氏）朝臣肥後守則隆。
延久３年（107 0年）、
下向
げ こ う

（つまり肥後国に
下った）、それから20代
下った為邦が長享２年
（1448年）59歳で死亡、
お墓は菊池の玉祥寺

ぎょくしょうじ

に。
岩野山城守は永正元年
（1504年）死去、お墓は
岩野大久保山内に』と
あり、野口家の先祖で
あるとのことでした。

▲巻物の発見で判明した岩野山城守の墓

▲菊池市玉祥寺に残る菊池為邦（岩野
山城守の先祖）の墓
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２月５日、鹿北町の木工体験施設「木遊館」でひと足早いひな飾り作りがありました。
鹿北産の竹を切り、それを器にして桃や菜の花などの造花を飾り付けていきます。
最後に、ひな人形をのせれば春めいたひな飾りのできあがりです。
毎月、ユニークな体験教室で楽しめる木遊館。あなたも参加してみませんか？
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【山鹿市の現状は？】（平成17年度基本健診結果から）
受診者数2,807人（64歳以下）
●男性受診者（1,029人）のうち
q肥満に該当…258人（25.0％）

d
werの２つまたはすべてに該当…97人（37.6％）
●女性受診者（1,778人）のうち
q肥満に該当…323人（18.2％）

d
werの２つまたはすべてに該当…74人（22.9％）

肥満に該当する人のうち、男性で37.6％、女性で22.9％
がメタボリックシンドロームの状態にありました。

【改善するには？】
メタボリックシンドロームの改善には、内臓脂肪を減

らす生活が重要です。まずは過栄養と運動不足といった
生活習慣全般の見直しから始めましょう。

メタボリックシンドロームを早期発見するためにも、年
に１度は健診を受け、自分の健康状態を知って生活習慣
病を見直す機会として活用しましょう。

【メタボリックシンドロームとは？】
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは、

内臓脂肪による肥満の人が、「高血圧」「高脂血症」「糖
尿病」といった生活習慣病になる危険因子をあわせもっ
ている状態のことです。これらの危険因子は、それぞれ
一つだけで動脈硬化を招きますが、複数重なることによ
って互いに影響しあい、動脈硬化を飛躍的に進行させて
しまいます。
メタボリックシンドロームかどうかを知るためには、

以下の４つの危険因子をチェックします。そのうちqは
必須項目です。それ以外に２つ以上当てはまることが診
断の基準です。

qおへその高さの腹囲
男性は85cm以上、女性は90cm以上

d
以下のうち２つ以上当てはまる項目がある
w血圧：最高130mmHg以上、または最低85mmHg以上
e中性脂肪：150mg/dl以上、または、
HDLコレステロール：40mg/dl未満

r空腹時血糖：110mg/dl以上

（集団バス健診）
予約制で待ち時間が短く、
セット内容を一度に受診で
きます。
対象者u市内在住の19歳以
上で職場健診を受けない
方、治療中でない方
時期・場所u７～８月頃に

各総合支所

（集団バス健診）
受けたい健診項目を選んで、
同日に受診できます。
対象者u市内在住の19歳以
上で、職場健診を受けな
い方、治療中でない方
時期・場所u８～９月頃に　

各総合支所

（個別健診）
市の実施医療機関から選べて、
期間中の都合の良い日に受診
できます。
対象者u市内在住の19歳以上
で、職場健診を受けない方、
治療中でない方
時期・場所u10月頃に市内実

施医療機関

（対象者のみ案内を配布）
市の実施医療機関から選べて、
期間中の都合の良い日に受診で
きます。
対象者u40、45、50、55、60、
65、70歳の節目年齢の方
時期・場所u10月頃に市内実施

医療機関
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ハンドボール
（小学生～一般）
バドミントン
（小学生～一般）

卓　球
（小学生～一般）
健康ビーチバレー
（50歳以上）
空　手
（幼児～一般）
太極拳
（一般）
柔　道
（幼児～一般）
エアロビクス
（小学生～一般）
バウンドテニス
（小学生～一般）
バレーボール初級
（小学生～一般）
バレーボール上級
（小学生～一般）

陸　上
（幼児～一般）
剣　道
（小学生～一般）

バスケットボール
（小学生～一般）
テニス
（小学生～一般）
ジャズダンス
（小学生～一般）
カントリーダンス
（一般）
スーパー竹とんぼ
（小学３年～一般）
ウォーキング
（幼児～一般）
ファミリースポーツ
（幼児～一般）
ソフトボール
軟式野球
サッカー
ソフトテニス

毎週月・金曜日
19：30～21：30
毎週火曜日
20：00～22：00
毎週木曜日
20：00～22：00
毎週水曜日
20：00～22：00
毎週水曜日
９：30～11：30
毎週木曜日
19：00～20：30
毎週木曜日
20：00～22：00
毎週木曜日
19：30～21：30
毎週金曜日
19：00～20：00
毎週木曜日
20：00～22：00
毎週金曜日
20：00～22：00
毎週土曜日
20：00～22：00

毎週土曜日
９：00～11：00
毎月第１・第３
月曜日
14：00～16：00
毎週土曜日
18：00～20：00
毎週日曜日
19：00～21：00
毎月第２木曜日
19：00～21：00
毎月第４水曜日
14：00～16：00
毎月第２・第４
土曜日
毎月第２日曜日
９：00～11：00
毎月１回日曜日
９：00～11：00
３月中旬から開始
４月から開始

一時休止
一時休止

オムロン
鹿陽センター
山鹿小体育館

三玉小体育館

総合体育館
第２アリーナ
山鹿健康福祉
センターホール
総合体育館
第２アリーナ
総合体育館
第２アリーナ
市民武道館

総合体育館
第２アリーナ
総合体育館
第２アリーナ
総合体育館
第２アリーナ
総合体育館
第２アリーナ

カルチャー
第１グラウンド
青少年ホーム
体育館

総合体育館
第２アリーナ
総合体育館
第１アリーナ
総合体育館
第２アリーナ
山鹿健康福祉
センターホール
総合体育館
玄関前
鍋田グラウンド

総合体育館
第２アリーナ
山鹿小グラウンド
市民球場

－
鍋田テニスコート

この中から好きな種目に何種類でも参加することができます

種目と対象 日　　時 会　　場 種目と対象 日　　時 会　　場

プログラム

※会場などの都合により、プログラムが変更になる場合があります。会員には月間プログラムを発送します。
※カルチャー…カルチャースポーツセンター（山鹿市熊入町）

このクラブは、会員の自主運営で成り立
っています。あなたも運営スタッフに参
加しませんか？自分でできる範囲からで
結構です。詳しくは、クラブハウスまで。
《例えば》
・プログラム会場のアシスタント
・広報やイベントの企画・制作
・事務や託児のサポート　など

…クラブハウス（総合体育館内） 1４３‐００９３申込・問合せ

年会費（18年４月～19年３月まで） その他の経費

学　　生
一　　般
ファミリー

幼　　児
ハートフル
団　　体

3,000円
6,000円
10,000円
13,000円
15,000円
無料
半額

1人5,000円

区　分 年　額

高校生以下または18歳未満
18歳以上
同居家族３人まで
４人
５人以上
保護者が会員であること
障害者手帳保持
10人以上の任意団体など

備　考 k入会金（会員証等事
務手数料・初回のみ）

…1,000円

kスポーツ安全保険料
（１年間）

…中学生以下　500円
一　般　 1,500円
60歳以上　　800円



市職員の給与は、国・地方公共団体の職員、民間
企業の従業者の給与などを考慮して、市議会での審
議を経て決定しています。
なお、さらに詳しい内容は市のホームページに掲
載する予定です。

…職員課　 1４３‐１１１３問合せ

住民基本台帳
人口（年度末）
(H16・3・31)
59,786人

歳出額
（Ａ）

千円
29,119,344

実質収支

千円
1,379,083

人件費
（Ｂ）
千円

5,814,638

人件費率
（Ｂ／Ａ）

20.0％

a

s

f

g

h

k

同

同

異

区　分

山鹿市

国

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

給 与 費

一　　般　　行　　政　　職

計（B）
職員数 一人当た

り給与費
（B／A）（A） 給　料 職員手当 期 末

勤勉手当

670人
2,646,563

356,425円330,100円

15.3％

407,728円

329,728円

224,547 1,095,495 3,966,605 5,920

＊職員手当には、退職手当を含みません。
＊給与費は、当初予算に計上された額です。

＊人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

＊平均給与には、給料、扶養手当および調整手当が含まれます。

＊平成17年度は期末勤勉手当の支給割合は4.4月分が4.45月分
となります。
＊退職手当の一人当たり平均支給額は、16年度に退職した
全職種の職員に支給された平均額です。

＊経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務してい
る場合は、採用後の年数をいうものです。

山　鹿　市

42.5歳

40.3歳

区　分

５

区　分

同

同

大学卒

高校卒

一　般
行政職

大学卒

16年度

高校卒
一　般
行政職

山鹿市 国の制度
との異同

国の制度との異同

決定初任給

経験年数10年 経験年数20年経験年数15年

採用２年経
過日給料額

170,200円

252,183円

213,340円 254,100円

310,867円

326,633円

361,775円

138,400円 148,000円

183,800円

期末手当

勤勉手当

（16年度）

退職手当

（16年度）

特殊
勤務
手当

（16年度）

時間外
勤　務
手　当

区　分

（支給割合）
６月期
12月期

計

期末手当
1.4月分
1.6月分

3.0月分

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
21.0月分
33.75月分
47.5月分
59.28月分

勧奨・定年
27.3月分
42.12月分
59.28月分
59.28月分

勤勉手当
0.7月分　
0.7月分

1.4月分
職制上の段階、職務の
級等による加算措置

その他の加算措置：定年前早期退職
特例措置

（2％～20％加算）
定年退職時特別昇給：1号給

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

支　　給　　実　　績 29,118千円

代表的な

手当の

名　称

支給額の多い手当 医師研究手当
夜間看護手当
税賦課徴収業務手当　
社会福祉業務手当
感染症防疫作業手当

千円 千円 千円 千円 千円

有

24,985千円１人当たり
平均支給額　

多くの職員に支給され
ている手当

区分

区分

16年度

17年度

平成17年12月1日現在

平成17年4月1日現在

平成17年4月1日現在

d

＊ラスパイレス指数
（国家公務員の給与水　
準を100として比較）

山鹿市 国

10093.7

部　　門

合　計 874 －13

教　育

小　計

126

126

1

1

増減数
（対前年比）

職　員　数
主な増減理由

給料月額等 16年度支給割合等

市　長
助　役
収入役

議　会
総　務
税　務
農林水産
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計

病　院
水　道
下水道
その他
小　計

159
12
17
16
204

887

125

125

157
12
21
34
224

10
143
41
77
16
42
171
38
538

5
133
39
71
21
59
184
32
544

－5
－10
－2
－6
5
17
13
－6
6

835,000円
648,000円
579,000円

410,000円
375,000円
353,000円

市　長
助　役
収入役

議　長
副議長
議　員

議　長
副議長
議　員

６月期　1.4月分
12月期　1.6月分
計 3.0月分

加算措置：有

６月期　1.4月分
12月期　1.6月分
計 3.0月分

加算措置：有

給
　
料

一
　
般
　
行
　
政

特
別
行
政

公
営
企
業
等
会
計

報
　
酬

期
　
末
　
手
　
当

＊職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有す
る休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除い
ています。

l

16年度 17年度

¡0

区　　分 内　　　　容　

同

異

同

国の制度
との異同

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者…13,500円
第１扶養…6,000円（配偶者を扶養して
いない場合6,500円、配偶者を欠く場
合11,000円）
第２扶養…6,000円
第３扶養以降…5,000円
加算措置：16歳～22歳までの間にある

子１人につき5,000円の加算

住居の所有者…1,500円
（新築、購入後５年間は2,500円）
借家・借間…27,000円まで

２キロ～5キロ未満…2,000円
５キロ～10キロ未満…4,100円　
10キロ以上…6,500円～24,500円
バス利用…55,000円まで

平成17年4月1日現在

平成17年４月1日現在

平成17年4月1日現在

区　　分 区　　分

382,092円

１市４町合併により

１市４町合併により

１市４町合併により

2

－4
－18
－20

＊平成16年度支給額は合併後の実績になります。

j

＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職
名です。
＊山鹿市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

標準的な職務内容 職員数 構　成　比区　分
主　事
主　事
主　事
係　長
主　任
主任主事
係　長
主　任
主任主事
課長補佐
係　長
主　任
課　長
課長補佐
部　長
課　長
部　長

20人
40人
52人
97人

92人

81人

72人

39人

５人
498人

4.0％
8.0％
10.4％
19.5％

18.5％

16.3％

14.5％

7.8％

1.0％
100%

１　級
２　級
３　級
４　級

５　級

６　級

７　級

８　級

９　級

平成17年4月1日現在

¡1

・健康診断事業　　　　8,140千円
・病気予防事業　 200千円
・文化スポーツ事業　　1,800千円

（平成17年度予算）

計



身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

このまちの

あんなこと

こんなこと満載！

この大会は、児童の体力向上と相互の親睦を深めようと
毎年開催されています。山鹿地区の小学校７校12チームの
参加で、日頃の練習の成果を存分に発揮し、白熱した試合
となりました。
現在、授業の一環として、オムロンハンドボールチーム
の選手が各小学校をまわり、ハンドボールを指導していま
す。試合中も要所毎に的確なアドバイスが飛び、生徒たち
はより実践的にハンドボールを学んでいました。
オムロンハンドボールチームの選手は「ハンドボールを
知り、ゲームの楽しさを感じて欲しい」と話していました。 ▲おもいっきりシュート！

▲熱心に心肺蘇生法を習う参加者

▲保存会による灯籠踊りの披露

阪神・淡路大震災から11年…。防災について考えるこの日、
日赤防災ボランティア山鹿あいの会主催で開かれました。
会場には救援物資、被災地の写真パネル、救急車や救助工

作車などの展示はもとより、山鹿消防署の指導でＡＥＤ（自
動体外式除細動器）を使っての心肺蘇生法の講習、煙体験ハ
ウス、消火器体験などがありました。
また、災害で水が貴重なとき、手軽にお米が炊けるハイゼ

ックス（災害救助用包装食）炊飯を実際に体験し、炊き出し
のカレーや貝汁と一緒に振る舞われました。
参加者は、「いざというときのためにも、日頃からちゃんと

準備しとかなんねぇ。とっさのときできんばい」と防災につ
いて再認識していました。

昨年10月に開館した九州国立博物館（福岡県太宰府市）
で、山鹿市の観光キャンペーンが開催されました。
同館は開館以来、福岡県内はもちろんのこと九州各地
から85万人もの来館者で賑わっています。そこで山鹿市
の六地域で湧出する温泉や各地域に伝わる伝統行事、景
勝地やまつりなど、豊富な観光資源をＰＲしようと計画
されたものです。
会場では、灯籠踊りの披露や山鹿の観光を紹介するパ
ネルの展示、冬の灯りの祭典「山鹿灯籠浪漫」の紹介な
どがあり、来館者の関心を集めていました。

▲鹿北中では式のあと、老人福祉施設で介護や清掃などのボランテ
ィア活動をしました

…市内各中学校で立志式

２月初旬、市内の各中学校で立志式がありました。いず
れの中学校でも生徒たちが実行委員会を作り、式の準備や
進行を進めました。
このうち、鹿北中学校では２月２日、55名が立志を迎え、

各組代表が「薬剤師という目標を達成させたい」「大人へ向
けて少しずつ自立していきます」など決意発表をしました。
また、同日、鶴城中学校でも立志式があり、生徒47人が

同校近くの彦岳山頂まで登り、全員が立志の決意を短歌に
して発表しました。
菊鹿中学校では、２月３日、同校から約６キロ離れた隈

部館跡で立志式があり、学年代表の生徒達が「人に信頼さ
れるようになりたい」など将来の目標や夢を発表しました。

▲タスキは任せたぞっ！

春を思わせるような温かい陽ざしの中、鹿北地区対抗の駅
伝大会が開催されました。
今回も学生から大人まで22チームの参加がありました。昨
年優勝した下中チームによる選手宣誓のあと、全９区間18キ
ロの道のりで健脚を競いました。日頃走り慣れていないお父
さんもいれば、走り慣れている小学生もいましたが、みんな
タスキをつなげようという気持ちは同じ。沿道からは手作り
の旗や横断幕を手に、大きな声援がおくられていました。
【入賞チーム】（上位３チームのみ紹介）
優勝＝陣内チーム　２位＝幸ヶ丘Aチーム　3位＝下中チーム

…福岡で観光をＰＲ　１月13日　九州国立博物館

▲鶴城中伝統、彦岳上宮で立志の決意短歌発表 ▲菊鹿中は隈部館跡で立志式。学年代表４人が立志の決意を発表

…第21回鹿北町駅伝大会　１月29日　鹿北町一円

…山鹿市山鹿ブロック親善球技大会
1月17日　山鹿市総合体育館（山鹿）

…防災の集い　１月17日　ひまわり館駐車場（菊鹿）



身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

このまちの

あんなこと

こんなこと満載！

１月27日に開催された第45回熊本県青年農業者会議に参加し
た鹿本地方４Ｈクラブの皆さんが、若人の主張、プロジェクト
発表など９部門で入賞し、昨年に引き続き総合優勝２連覇を飾
りました。さらに、秀賞を受賞した５部門については、３月に
開催される全国会議に参加されます。健闘を祈ります。

有働春生さん（菊鹿町太田）が、１月に開催された
書道の大会「第33回春秋全国展」（日本春秋書院主催）
で最高位の特別賞を受賞されました。有働さんが受賞
した作品は縦2.4m横１mの堂々たるもの。完成までに
約100枚を書いたそうです。おめでとうございます。

山鹿の冬を代表する灯りの祭典へと成長した観光キャン
ペーン「山鹿灯籠浪漫」。今年も趣向を凝らしたさまざま
な「灯り」がまち並みを照らしました。
今年は、和傘や竹筒を使った「傘灯り」や「竹灯り」な
どおなじみの灯りのほか、傘やうちわ、八千代座のマーク
などをモチーフにした大びょうぶ「山鹿灯華屏風」

あかりのはなびょうぶ

も登場。
また、豊前街道や山鹿名物を題材にしたポップアップカー
ド作り体験や祟城大学芸術学部生による紙灯り展も開催さ
れ、訪れた人たちを魅了しました。
また、キャンペーン初日のオープニング式には灯籠娘が
登場し、灯りと踊りの競演を披露。カメラを手にした観光
客はしきりにシャッターを切っていました。 ▲キャンペーン初日に披露された灯りと灯籠踊りの競演

▲初日オープニング式典では、ミニチュアアーチ橋を組み立てま
した

…やまがの石橋展　３月31日まで　市立博物館

▲各中継所に集まる応援の数もかなりのものです

市内には、江戸時代から大正時代にかけて建造された石橋
がたくさん残っています。これらの石橋を紹介する「やまが
の石橋展」が市立博物館で開かれています。
同展では、市内に現存する31の石橋と失われた石橋、県北
に残る市外の石橋などの写真パネルのほか、分布図や工法に
ついての解説パネル、めがね橋の解説模型などを展示してい
ます。また、３月18日の午後１時半からは「やまがの石橋入
門講座」（受講無料）も開かれます。
近所で見かける石橋には、どんな歴史や役割があったのか。
この展示会で新発見があるかもしれません。３月31日まで開
催中です。ぜひ訪れてみてください。

菊鹿地区を10区間に分けて一周する駅伝大会が開催され、
行政区ごとに小学生から大人まで27チームが参加しました。
開会式では、昨年優勝した島田地区を代表して青木圭一
さんが選手宣誓。競技は全10区間約20キロの行程で行われ、
各区間の選手は少しでも早くタスキを渡そうと懸命に走り
抜けていました。また、沿道や中継所にはたくさんの人が
詰めかけ、選手に盛んな声援を送っていました。

【総合成績】（上位３チームのみ紹介）
１位＝島田チーム　２位＝７区チーム　３位＝下本分チー
ム

▲火縄銃の演舞を奉納する葦北鉄砲隊のみなさん

…義士まつり　２月５日　日輪寺

日輪寺には、赤穂義士47士のうち大石内蔵助良雄ら17義
士の遺髪をまつった遺髪塔があり、毎年この時期、慰霊祭
が開催されています。
遺髪塔の前で行われた慰霊祭では、読経が流れる中、参

列者は焼香などをして手を合わせていました。その後、奉
納行事として葦北鉄砲隊による火縄銃試射の演舞があり、
義士の御霊を慰めるべく、高らかに大筒や鉄砲の音が響き
渡りました。また、本堂で元山鹿市立博物館長軣木正斗さ
んが「人間関係に見る義士たち」と題して講演。討ち入り
そばや郷土料理の振る舞いもありました。

▲「できるときに、できることを、できる人がする」をモットー
に活動する菊鹿「虹の会」について紹介する中原哲哉氏

「青少年は地域社会で育む」をキーワードに地域の子育て
を支援し、青少年活動の活性化を図ろうと、山鹿市青少年育
成市民会議と市が主催して山鹿市青少年健全育成大会が開催
され、市民など約300人が参加しました。
大会は、山鹿市民愛市憲章を唱和して開会。鹿北、菊鹿、
鹿本の３支部からそれぞれ「小さな親切運動」「心豊かな町
づくり」「あいさつ交通安全運動」について事例紹介と実践
発表がありました。また、市青少年育成センターから活動内
容についての紹介もありました。

…青少年健全育成大会　２月５日　グリーンパルス（菊鹿）

…2006「冬の九州灯りの祭典」くまもと･山鹿灯籠浪漫
１月27日～２月25日　八千代座・豊前街道周辺

…菊鹿一周駅伝大会　１月29日　菊鹿町一円

…第45回熊本県青年農業者会議で
鹿本地方４Ｈクラブが総合優勝……第33回春秋全国展で特別賞受賞



《今月は山鹿中央公民館図書室から》
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市役所裏にある中央公民館・図書室をご存じでし
ょうか。
図書室には２万８千冊の蔵書があり、年間約４万
冊を貸し出し、ご利用いただいています。この度、
手狭になった感がありましたので、辞書・歴史資料
等の書籍を別室に移しました。この部屋にもテーブ
ルやイスを置き、調べる空間が生まれました。
新設図書館のように広々と…というわけにはいき
ませんが、少しでも利用しやすく、多くの方々に読
書の楽しみを知って欲しいと心がけています。玄関
を抜け図書館へ続く廊下入口には、手づくりアーチ
が皆さんのおいでをお待ちしています。図書館まで
の廊下には、いろいろなジャンル、あるいは季節に
関係する「おすすめ本」が並び、皆さんの手が伸び
るのを待っています。
特に、小さなお子さんに本の楽しさを知って欲し
いと、児童書の充実に力を入れています。児童書・
絵本のコーナー前には、牛乳パックをリサイクルし
たかわいい手作りイスを準備。ゆっくり本を手に取
って読んでいただきたいと思います。

また、図書室のテラスは、大きなクスノキに見守
られるようにあります。このクスノキは、山鹿女学
校・山鹿高校と長い時代を見守ってきました。これ
からの季節、風を感じながらテラスでお子さんと一
緒に読書・読み聞かせなどいかがでしょうか。
毎月第４水曜日午後２時半から山鹿読書友の会に
よる「おはなし会」も実施しています。みなさんの
おいでを心からお待ちしています。
＊利用時間
９:００～１７:００（月曜日は２０:００まで）
＊休館日
祝祭日のみ（土・日も開館）
＊貸出本は１０冊まで２週間
お問い合せ先　中央公民館（1４３‐１１０１）

▲狭いながらも楽しい図書室です ▲新しくできた部屋です

本棚とみなさんをお出迎え
するアーチは、牛島先生
（写真）の手づくりです

▲

ダニエルが描く不思議な絵は、お父さんにはぜんぜん理解できなかった
…。相手を思いやり、受け入れること。自分らしい創造の世界を大切に
すること。そんな気持ちが描かれた小さな家族の物語。

ながたみかこ／著・絵　汐文社

正しい敬語を使うことは、社会のさまざまなルールを学ぶことにもなる。
１巻では、敬語とは何か、どんな場面で使うか、敬語の歴史等、敬語の
基本を紹介。朝・昼・夜のあいさつなどわかりやすいシチュエーション
別Ｑ＆Ａ付き。

バーバラ・マクリントック／作　福本友美子／訳　ほるぷ出版

ちっぽけな人生を豊かに生きるために、人間は妄想する力を授かった。
夢見るオジサマになるために、あなたの妄想脳を鍛える気宇壮大なエッ
セー。「サンデー毎日」連載「気宇壮大のススメ」ほかを単行本化。

島田雅彦／著　毎日新聞社

最強のクライマー・山野井夫妻を襲った一瞬の魔。生きて帰るために、
宙吊りになった妻の頭上で迫られた究極の決断とは。フィクション、ノ
ンフィクションの枠を超え、圧倒的存在感で屹立するある登山の物語。

／著 新潮社

・おはなし会
日時u3月4日g・11日g・18日g

25日g午後 2 時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u3月7日c・14日c・28日c

午前11時から

・おはなし会
日時u3月22日d 午後 2 時30分から

鹿本図書館
u3月6日b・13日b・20日b
21日-・27日b・31日f

山鹿中央公民館図書室
u3月27日b
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿町公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

【
相
談
】

自
宅
に
「
水
道
水
の
点
検
を
す
る
」
と
い
う
業

者
が
来
た
。
て
っ
き
り
市
役
所
か
ら
派
遣
さ
れ
た

の
だ
と
思
い
了
承
し
た
。

目
の
前
で
水
道
水
を
コ
ッ
プ
に
取
り
、「
検
査

液
」
を
入
れ
て
黄
色
く
変
色
す
る
の
を
示
し
な
が

ら
、「
有
害
物
質
が
混
じ
っ
て
い
る
と
色
が
変
わ

る
。
浄
水
器
を
付
け
れ
ば
除
去
で
き
る
」
と
説
明

し
た
。
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
30
万
円
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
で
浄
水
器
を
購
入
し
取
り
付
け
た
。
市
役
所

か
ら
は
検
査
業
者
を
派
遣
し
た
事
実
は
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。

既
に
浄
水
器
は
使
っ
て
い
る
が
、
解
約
し
た
い
。

【
回
答
】

浄
水
器
の
販
売
業
者
が
、
塩
素
に
反
応
す
る
薬

品
を
使
っ
て
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
っ
て
い
る
の

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
業
者
の
言
葉
を
う
の
み
に
せ

ず
、
水
道
水
の
水
質
に
疑
問
を
感
じ
た
と
き
は
、

市
役
所
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

浄
水
器
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
対
象
の
指
定

商
品
で
す
。
訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
で
す
か
ら
、

使
用
後
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
契
約
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
を
書
面
で
業
者
に
通
知
し
て
く
だ
さ

い
。

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

▲



「１枚の写真とひと
言応援メッセージ」に
多数のご応募ありがと
うございました。一般
の方からの投票で「か
てて大賞」と「優秀賞」
が決まりました。
今月から３回にわた

り、大賞・優秀賞の作
品を紹介していきます。

父親が子育てを語り合うこの会。ほろ酔い気
分で子育ての悩みや喜び・妻との家事分担につ
いての話しに花が咲きました。
20歳～50歳代の年齢層で経験談や先輩からの

アドバイスもあり意気投合されていました。ア
ドバイザーの伊藤良高教授は「男もできるとこ
ろから子育てに参加を」と呼びかけ、同じくア
ドバイザーの萬野保子先生も「夫婦仲良くが一
番。夫から妻へ感謝の気持ちをぜひ一声かけて
あげて」と話されました。
父親同士子育てについて話すことはあまりな

く、今後もこんな機会を作って欲しいとの要望
もありました。

ママ達は…
・１人の女性として勉強になり、親として
成長できた
・いろいろな年齢の子どもとふれ合い成長
段階を知ることができた
・育児は大変だけど次の子を産んでみよう
という気持ちになれた
・ストレス解消になった
・話すことにより１人だという孤独感から
解放された
・子育ては自分も楽しまなくてはならない
ということに気づいた

～すべての人が安心して楽しく子育てをできるよう支援します～

１）地域で多様な子育て支援を行います
地域における子育て支援サービスの充実、保育サービスの充実、子育て支援のネットワークづくり、児童の健全育成、その他
★ファミリー･サポート･センター事業　★放課後児童健全育成事業（学童保育） ★子育て短期支援事業　★施設型病後児保育事業　★幼稚園預かり保育事業

★一時保育　★つどいの広場事業　★地域子育て支援センター事業　★子育て支援総合コーディネーターの配置　★通常保育事業　★延長保育　★休日保育

★ちっちゃな案内人活動　★児童手当の支給　★児童館活動　★幼稚園の子育て支援の充実　★学校と地域の連携　★こども週末活動支援事業

★ふれあいサロンにおける世代間交流

２）仕事と家庭生活が両立できる生活環境づくりを応援します
多様な働き方の実現と子育て両立推進
★家族経営協定締結農家数拡大　★男女共同参画地域づくり　★農業女性アドバイザーの配置　★企業向けセミナー開催　★女性キャリアアップ研修

市では、平成15年に制定された次世代育成支援対策推進法にもと
づいて、すべての子ども・青年・子育て家庭を社会全体で支援し
ていくことを目標に、次世代育成支援行動計画を策定し推進して
います。今月号では、この計画の概要をお伝えします。

～すべての子どもの健やかな成長を応援します～

１）お母さんと子どもの健康維持･増進を応援します
お母さんと子どもの健康の確保、「食育」の推進、思春
期保健対策の充実、小児科医療の充実
★乳児家庭の全戸訪問　★産後うつ病等の早期発見のためのアセスメン

ト実施　★乳幼児健診での心理判定員の配置　★性に関する健康教育思

春期学習会の開催　★学習田設置事業　★食育教室の実施（離乳食）

★食育教室の実施（よい歯の教室）

２）子どものこころとからだが健やかに育つ教育環境を整えます
次代の親の育成、子どもの生きる力の育成に向けた学校
教育環境等の整備、家庭や地域の教育力の向上、子ども
を取り巻く有害環境対策の推進
★パパママ学級　★家庭教育学級　★不登校対策事業

★少人数指導やティームティーチング等の指導方法の工夫

★企業セミナーの開催　★総合型スポーツクラブ

★山鹿市青少年育成センター環境浄化活動　★学校における保育体験活

動　★学校評議員制度　★健康教育授業の充実　★ブックスタート事業

★ワークキャンプ　★「家庭の日」サンデー30運動の実施

★保育園、幼稚園、小学校との連携　★就学前教育に関する研修の充実

★特色ある学校づくり

３）支援が必要な子ども、子育て家庭への取組を充実させます
児童虐待防止対策の充実、ひとり親家庭の自立支援の推進、
障害児施策の充実
★児童虐待防止ネットワーク　★母子家庭等日常生活支援事業

★保育料減免制度　★児童扶養手当の支給　★ひとり親家庭への医療費

助成事業　★地域療育推進事業　★「児童の権利に関する条約」の普及

啓発

～子ども、子育て家庭を支える地域の環境を整えます～

１）子育てしやすい生活環境を整えます
良質な住宅の確保、安全な道路交通環境の整備、安心し
て外出できる環境の整備、安心･安全なまちづくりの推
進など
★やさしいまちづくり建築物　★安全な道づくり対策事業

★バリアフリー情報の提供

２）子どもが安全に暮らすための活動を進めます
子どもの交通安全を確保するための活動の推進、子ども
を犯罪被害から守るための活動の推進、被害にあった子
どもの保護･心身のケアの推進
★交通安全教室　★山鹿市青少年育成市民会議実施

★スクールカウンセラーの配置

３）山鹿だからできる“子育ち･子育て”支援を進めます
山鹿の豊かな自然の活用、山鹿の歴史・伝統・文化の活
用、山鹿の人々がもつ経験や技能の活用
★学習田設置事業　★八千代座狂言教室　★地域づくり推進員（元気

人）事業　★各地区公民館事業　★肥後古代の森事業

▲

次
は
あ
な
た
も
、
か
た
ら

ん
ね
！

一枚の写真　「かてて大賞」

平木佑依さん（下吉田）

ひと言応援メッセージ　「かてて大賞」

富丸清美さん（下分田）

今年度も支援センター・つどいの広場をたくさんの親子が
利用されました。アンケートの声を少し紹介します。

子ども達は…
・友だちできたよ
・にこにこ笑顔が増えたよ
・いっぱい遊んでるよ
・おばちゃんや先生がいっぱいいて楽しいよ
・お兄ちゃん、お姉ちゃんがいるよ

いつでも、あなたのとなりに…
子育てを応援する、より身近な場になれば
と思っていますQ

子育て支援センター・つどいの広場

生き生きした子どもの表情、あなたのひと言が、子どもを、家
族を、地域を元気づけてくれます。みんなで声をかけ合い、子ど
もを見守っていきましょう。

や ま が ひ と

お父さん、子育て一緒にかたらんね

「おばあちゃんより、孫へ」



小学校・中学校の話題をお届け！

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

小学生の頃パラリンピックの選手の方と卓球をしたことがあって、そ
のとき面白いなと思ったこと、それからテレビで卓球の愛ちゃんの活躍
する姿にかっこよさを感じて始めるようになりました。
中学校でも卓球のクラブに入って２年くらいになるのですが、自分な
りにあれこれ工夫をしてみたり、コツコツ練習を重ねていくうちに、試
合で強い人に勝てたりして、やっていくうちに少しずつうまくなったこ
とが実感できたときが嬉しい瞬間です。
いずれは中体連で勝ち抜いて県大会まで出場できるようにがんばって
いきたいです。高校に進学したら自分なりに別の目標があるのですが、
それでも卓球は続けていこうと思っています。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

で
楽
し
ん
で
い
ま
す

▲

川辺小学校では、季節をとおして、茶・梅・栗など
が実る成蹊園があり、保護者・地域の方々の協力のも
と、豊かな体験活動をとおした自然や人との交流を深
め、心豊かな子どもの育成に努めています。
特に５年生は、お茶摘みをした後、地域の方を講師
に招き、お茶の加工の仕方を教えていただきました。
子どもたちは、火傷をしそうになりながらも自分た
ちの手でお茶を加工する体験ができたことで、日頃飲
んでいるお茶も感謝して味わうようになりました。
また、今年１・２年生は、川辺幼稚園児と一緒にチ
ブサン荘の訪問を行うことができました。

「チブサン荘に行ったよ。」
２年　福山　ゆか

みんなとあく手をしました。ぎゅっとにぎりし
めて、ないているおばあちゃんがいました。おば
あちゃんはうれしいんだなと思いました。
おじいちゃんとおばあちゃんも、さいしょはび

っくりしていました。でも、あとからニコニコ顔
になりました。たくさんの人がニコニコえ顔にな
りました。私は、だんだん楽しくなってきました。
とても楽しかったです。おばあちゃんたちが、

「またおいで。」と言いました。今どは、私が元気
をもらいました。

そこで、運動会で一緒に練習した「マツケンサンバ
2」のダンスや歌の発表をしたり、ゲームをしたりし
てふれあうことで、心の温かさにふれることができま
した。

▲

製
茶
体
験

▲

チ
ブ
サ
ン
荘
訪
問

投
稿

投
稿

池
田
　
忠
行
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
北
町
四
丁
）

大
沢
親
分
は
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
大

沢
啓
二
さ
ん
。
そ
の
大
沢
さ
ん
が
、
熊

本
城
の
築
城
四
百
年
改
修
工
事
現
場
へ
。

完
成
す
れ
ば
ま
た
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
忠
臣
蔵
の
松
の
廊
下
と
い
っ
た
か

ん
じ
。
と
に
か
く
広
い
よ
う
で
す
。
着

投
稿

ア
ビ
ス
パ
福
岡

Ｍ
Ｆ
　
宮
崎
　
光
平
さ
ん

（
山
鹿
市
出
身
　
鹿
本
高
校
卒
業
）

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
全
試
合
出
場
を
目

指
し
、
Ｊ
１
の
舞
台
で
勝
利
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
郷
土
の
皆
さ

ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鹿
本
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

監
督
　
重
本
　
浩
光
さ
ん

持
ち
前
の
ス
ピ
ー
ド
と
卓
越
し
た
ド

リ
ブ
ル
で
サ
ポ
ー
タ
ー
の
期
待
に
応
え

て
ほ
し
い
。
山
鹿
市
の
子
ど
も
た
ち
に

夢
と
希
望
を
与
え
ら
れ
る
選
手
で
あ
る

よ
う
活
躍
を
期
待
し
た
い
で
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

鶴
城
中
学
校
・
鹿
本
高
校
卒
業
後
Ｊ
リ

ー
グ
広
島

サ
ン
フ
レ

ッ
チ
ェ
を

経
て
現
在

ア
ビ
ス
パ

福
岡
（
今

シ
ー
ズ
ン

よ
り
Ｊ
１

昇
格
）
Ｍ

Ｆ
と
し
て

活
躍
中

物
の
似
合
う
大
沢
さ
ん
に
は
、
ひ
と
芝

居
や
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
熊

本
城
の
後
は
、
山
鹿
市
へ
。
テ
レ
ビ
か

ら
目
が
は
な
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
千

代
座
で
は
、
舞
台
で
一
席
や
ら
れ
ま
し

た
が
、
舞
台
に
ふ
さ
わ
し
く
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

山
鹿
灯
籠
踊
り
も
楽
し
ま
れ
た
よ
う

で
す
。
灯
籠
師
の
中
島
さ
ん
宅
へ
人
力

車
に
乗
っ
て
訪
れ
ま
し
た
。「
あ
っ
ぱ
れ
」

の
サ
イ
ン
を
さ
れ
ま
し
た
。
誰
の
も
の

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
足
洗
の
場
で

は
、
福
岡
か
ら
訪
れ
た
人
と
野
球
談
義

に
花
が
さ
い
た
よ
う
で
し
た
。
田
尾
監

督
の
解
任
、
野
村
氏
の
監
督
就
任
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
人
力
車
で
の
豊
前
街

道
は
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

番
傘
製
作
中
の
タ
カ
シ
兄
さ
ん
、
聡
子

姉
さ
ん
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
四
二
・
一

九
五
キ
ロ
の
マ
ラ
ソ
ン
を
例
え
て
、
結

婚
前
の
二
人
に
お
祝
い
の
言
葉
を
お
く

ら
れ
ま
し
た
。
誕
生
日
に
婚
姻
届
を
済

ま
さ
れ
た
二
人
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
時
間
の
山
鹿
市
の
紹
介
は
、
宣
伝

効
果
十
分
だ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
は
由
布
院
を
舞
台
に
し
た

ド
ラ
マ
が
好
評
の
よ
う
で
す
。
昨
年
旅

行
し
て
き
ま
し
た
が
、
魅
力
が
い
っ
ぱ

い
の
温
泉
町
、
四
季
折
々
に
全
国
か
ら

訪
れ
る
観
光
客
は
多
い
よ
う
で
す
。
別

府
に
次
い
で
二
位
の
温
泉
量
、
豊
か
な

自
然
は
豊
後
富
士
と
言
わ
れ
る
由
布
岳

に
代
表
さ
れ
ま
す
。

湯
の
街
山
鹿
も
多
く
の
人
を
呼
び
こ

ん
で
欲
し
い
も
の
で
す
。

分
田
公
民
館
長
　
飽
本
　
徳
弘
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
本
町
分
田
）

１
月
17
・
18
日
分
田
公
民
館
で
初
め

て
区
老
人
会
主
催
の
文
化
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

▲

一
番
左
が
宮
崎
選
手
で
す

山
鹿
市
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会

１
月
29
日
山
鹿
市
総
合
体
育
館
に
て
、

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
主
催
で
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
７
会
場
を
巡
る
イ
ベ

ン
ト
で
九
州
で
は
唯
一
の
開
催
。
小
学

生
、
幼
児
ら
300
名
を
超
す
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
５
人
１
組

で
ジ
ャ
ン
ボ
じ
ゃ
ん
け
ん
や
縄
跳
び
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
積
み
等
、
体
を
動
か
す
遊

び
を
体
験
し
ま
し
た
。
初
め
て
行
う
競

技
で
み
ん
な
真
剣
に
取
り
組
み
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た

よ
う
で
し
た
。
競
技
の
中
に
は
、
全
国

記
録
に
並
ぶ
タ
イ
ム
も
出
ま
し
た
。
ま

た
、
世
界
ク
ラ
ス
の
ジ
ャ
ン
プ
ロ
ー
プ

チ
ー
ム
や
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
の
華
麗
な
技
に
驚
き
の
声

を
上
げ
、
終
日
、
笑
顔
と
歓
声
が
体
育

館
全
体
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
役
員
で
相
談

の
上
、
区
民
の
珍
品
・
お
宝
・
思
い
出

の
品
物
・
自
慢
の
作
品
等
各
戸
に
呼
び

か
け
た
所
、
思
い
が
け
な
く
集
ま
り
、

30
戸
か
ら
150
点
く
ら
い
が
展
示
さ
れ
二

日
間
で
大
勢
の
見
物
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
区
民
の
親
睦
も
深
ま
り
、
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

次
回
に
は
休
日
を
入
れ
て
実
施
す
る

事
と
し
ま
し
た
。

老
人
会
役
員
の
皆
さ
ま
、
準
備
か
ら

当
日
２
日
間
の
当
番
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。

▲多くの歴史ある物や手作りの物などを展示

投
稿

▲多くの人が参加しおもいっきり楽しみ　
ました



相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時

〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児

童
に
つ
い
て
の
相
談

…
本
庁
福
祉
課1

43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時u

３
月
８
日
d
・
22
日
d

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

年
度
変
わ
り
に
よ
る
各
種
証
明
の
交

付
や
転
入
・
転
出
等
の
届
出
が
多
い
時

期
と
な
り
ま
し
た
。

転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
届
け
に

は
、
届
出
を
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
。（
婚
姻
や
養
子
縁

組
な
ど
の
戸
籍
届
出
も
同
じ
）
こ
れ
は
、

第
三
者
の
な
り
す
ま
し
や
虚
偽
を
防
止

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

届
出
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
の
身
分
証
明
書
を
持
参
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
住
民
異
動
や
戸
籍
関
係
の
届

出
、
ま
た
戸
籍
・
住
民
票
、
印
鑑
証
明

書
等
の
交
付
は
、
い
ず
れ
の
総
合
支
所

で
も
で
き
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
総

合
支
所
を
ご
利
用
下
さ
い
。

…
本
庁
市
民
課1

43
‐
１
１
６
９

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
３

問
合
せ

さ
わ
や
か
な
春
の
陽
ざ
し
を
浴
び

て
、
自
然
に
と
け
こ
み
、
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

競
争
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
家

族
・
友
だ
ち
・
グ
ル
ー
プ
で
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時u

３
月
26
日
a

小
雨
決
行

午
前
９
時
〜
９
時
半
受
付

受
付
終
了
後
に
順
次
ス
タ
ー
ト

大
会
会
場u

水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
（
約
13
Km)

募
集
定
員u

300
人

参
加
料u

一
人
500
円
（
保
険
料
含
む
）

申
込
締
切u

３
月
17
日
f
午
後
５
時

※
参
加
料
を
添
え
て
教
育
委
員
会
鹿
本

分
室
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
自
転
車
は
原
則
各
自
持
ち
込
み
で
す

が
、
貸
自
転
車
も
準
備
有
り
。（
事

前
申
込
必
要
）

※
ク
イ
ズ
を
解
き
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め

な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

…
教
育
委
員
会
鹿
本
分
室

教
育
課
1
46
‐
５
０
７
５

申
込
・
問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

３
月
９
日
e

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

３
月
３
日
f

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
10
日
f

e
司
法
相
談u

３
月
17
日
f

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

３
月
７
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
14
日
c

e
消
費
生
活
相
談u

３
月
20
日
b

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

３
月
１
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
８
日
d

e
警
察
相
談u

３
月
15
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

３
月
７
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
14
日
c

e
法
律
相
談u

３
月
20
日
b
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

３
月
１
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

３
月
６
日
b

e
心
の
悩
み
相
談u

３
月
15
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

対
象u

18
年
度
に
行
う
建
設
工
事

等
の
入
札

受
付
期
間u

３
月
22
日
d
〜
３
月
31
日
f

受
付
場
所u

本
庁
市
役
所
２
階
総
務
課

提
出
書
類u

A
４
版
の
フ
ァ
イ
ル
（
焼
却
で
き
る

も
の
、
表
紙
お
よ
び
、
背
表
紙
に
商

号
ま
た
は
名
称
を
記
入
）

q
参
加
資
格
審
査
申
請
書

w
工
事
経
歴
書
・
委
託
経
歴
書

e
営
業
所
一
覧
表

r
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

t
建
設
業
許
可
証
明
書

測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
登
録
証

y
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）

ま
た
は
身
元
証
明
書
（
個
人
）

u
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
）
写
し

i
印
鑑
証
明
書
（
原
本
）

o
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

!0
技
術
職
員
名
簿

!1
営
業
用
機
器
調
書

!2
建
退
共
加
入
証
明
書

!3
労
災
保
険
支
払
証
明
書3

!4
法
定
外
労
災
補
償
加
入
証
明
書

!5
委
任
す
る
場
合
委
任
状

※
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ

い
て
は
、
q
〜
e
、
t
〜
!1
、
!5
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

…
本
庁
総
務
課1

43
‐
１
１
１
８

問
合
せ

職
種
・
要
件u

☆
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員

・
考
古
学
の
専
門
知
識
を
有
す
る
人

・
ま
た
は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助

員
の
経
験
が
あ
る
人

・
年
齢
不
問

☆
整
理
作
業
員

・
経
験
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

受
付
期
間u

３
月
１
日
d
〜
15
日
d

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

（
土
日
を
除
く
）

※
要
履
歴
書
を
提
出

※
面
接
に
よ
り
選
考

…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
　

1
46
‐
５
５
１
２

申
込
・
問
合
せ

【
陶
芸
教
室
・
４
月
か
ら
】

定
員u

午
前
の
部
・
午
後
の
部

各
10
人

受
講
日u

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

（
月
２
回
）

時
間u

午
前
の
部
　
９
時
半
〜
正
午

午
後
の
部
　
１
時
〜
３
時
半

受
講
料u

５
、
０
０
０
円

小
道
具
代u

２
、
５
０
０
円

講
師u

伊
豆
永
憲
司
氏

※
粘
土
・
焼
成
代
は
実
費

【
竹
細
工
教
室
・
５
月
か
ら
】

定
員u

15
人

受
講
日u

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

（
月
２
回
）

時
間u

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
講
料u

５
、
０
０
０
円

講
師u

古
閑
保
男
氏

☆
原
則
と
し
て
山
鹿
市
在
住
・
在
勤
に

限
り
ま
す
。
各
教
室
と
も
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

☆
い
ず
れ
の
教
室
も
来
年
３
月
ま
で
で
、

材
料
代
な
ど
は
別
途
負
担
に
な
り
ま

す
。

☆
受
講
さ
れ
る
方
は
、
博
物
館
友
の
会

に
入
会
が
必
要
で
す
（
年
会
費
千
円
）

…
文
化
課
（
博
物
館
内
）

1
43
‐
１
１
４
５

申
込
・
問
合
せ

市
の
優
れ
た
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産

な
ど
の
郷
土
の
魅
力
を
楽
し
く
勉
強
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時u

３
月
28
日
c
・
29
日
d
２
日
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
昼
食
は
各
自
持
参
）

場
所u

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階

募
集
人
員u

20
人

申
込
締
切u

３
月
20
日
b

…
7
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

1
43
‐
０
１
１
１

申
込
・
問
合
せ

内
容u

３
、
０
０
０
円
分
の
図
書
券

申
請
方
法u

社
協
各
支
所
に
あ
る
申
請

用
紙
に
て
申
込

申
請
期
限u

３
月
20
日
b
ま
で

…
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
鹿
支
所
1
43
‐
１
１
３
４

鹿
北
支
所
1
32
‐
２
６
９
６

菊
鹿
支
所
1
48
‐
５
０
６
０

鹿
本
支
所
1
46
‐
２
２
０
６

鹿
央
支
所
1
36
‐
３
８
１
１

問
合
せ

対
象u

母
子
・
父
子
世
帯
で
、
平
成
18

年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

（
Ｈ
11
年
４
月
２
日
〜
Ｈ
12
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び
平
成

17
年
度
中
学
校
を
卒
業
す
る
生

徒
（
Ｈ
２
年
４
月
２
日
〜
Ｈ
３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

障
害
の
あ
る
方
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
大
会
で
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

日
時u

５
月
21
日
a

場
所u

熊
本
県
県
民
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
（
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）
他

参
加
資
格u

q
県
内
在
住
ま
た
は
県
内
施
設
、

学
校
等
に
在
籍

w
年
齢
13
歳
以
上

e
身
体
障
害
者
の
部
は
身
体
障
害

者
手
帳
所
持
者

r
知
的
障
害
者
の
部
は
療
育
手
帳

所
持
者
ま
た
は
取
得
の
対
象
に

準
ず
る
障
害
の
あ
る
者

参
加
申
込
受
付
締
切u

３
月
20
日
b

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

…
山
鹿
健
福
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
０

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

申
込
・
問
合
せ

日時u３月29日d・30日e

31日f 午後８時まで
場所u本庁税務課窓口
※市税・国保税は、納期限を過ぎると年利
14.6％の延滞金がかかる場合があります。
忘れずに納期限内に納めましょう。

…本庁税務課143‐１１４４問合せ

日時・募集クラス
u４月８日G 午後
ジュニアA（小学４・５・６年）
ジュニアB（小学１・２・３年）
ジュニアC（幼稚園・保育園児）

u４月９日A 午後
一般混合の部　

会場uプラザ西口～中町・下町商店街
※雨天時は中止　

参加費u１チーム（保険料含む）
一般混合の部…３，５００円
ジュニアの部…１，５００円
賞u賞金・賞品・特別賞など

申込期限u３月２４日f

※申込多数の場合抽選

…商工会議所
1４３‐４１１１

申込・問合せ



日
時u

３
月
17
日
f

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

「
う
で
わ
数
珠
つ
く
り
」

講
師u

吉
田
政
利
氏

（
株
式
会
社
松
下
仏
壇
店
山
鹿
店
長
）

会
費u

500
円
（
お
預
か
り
し
、
葬
祭
支
援

費
に
し
ま
す
）

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

３
月
11
日
g

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

３
月
26
日
a

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

３
月
18
日
g

午
後
１
時
開
場
　
１
時
半
開
演

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
跡
地
）

料
金u

１
、
５
０
０
円

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

出
演
者u

重
松
壮
一
郎
（
ピ
ア
ノ
、
メ

ロ
デ
ィ
カ
）
船
津
健
聖
（
津

軽
三
味
線
）
Dr
・
Ｈ
ｏ
ｒ
ｉ

ｃ
ｋ
（
マ
ジ
ッ
ク
）
他

…
重
松

1
090
‐
６
５
１
８
‐
６
９
６
３

問
合
せ

日
時u

３
月
11
日
g

午
後
２
時
〜
３
時
（
激
励
会
）

午
後
３
時
〜
４
時
（
演
奏
会
）

場
所u

八
千
代
座

料
金u

無
料

…
自
衛
隊
山
鹿
募
集
事
務
所

1
43
‐
７
４
５
７

問
合
せ

日
時u

３
月
１
日
d
〜
４
月
30
日
a

q
午
前
10
時
〜
正
午

w
午
後
１
時
〜
３
時

（
土
日
、
時
間
調
整
も
可
）

場
所u

九
州
電
力
1
山
鹿
営
業
所
内

対
象u

小
学
生

※
料
理
体
験
日
３
日
前
ま
で
に
電
話
申

込
が
必
要

…
九
州
電
力
1
山
鹿
営
業
所

1
44
‐
２
１
９
１

申
込
・
問
合
せ

社
会
教
育
課
、
い
き
が
い
推
進
課
、

子
育
て
支
援
課
、
人
権
啓
発
課
が
連
携

し
て
、「
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
輝

く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
時u

３
月
19
日
a

午
後
２
時
〜
４
時
半

場
所u
八
千
代
座

料
金u
無
料

内
容u

・
取
組
事
例
発
表
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・
講
演
「
い
の
ち
の
感
受
性
」

講
師
　
落
合
恵
子
さ
ん

（
作
家
／
東
京
家
政
大
学
教
授
）

※
手
話
通
訳
、
託
児
有
り
（
託
児
は
要

事
前
申
込
）

…
人
権
啓
発
課

1
43
‐
１
１
９
９
　
5
42
‐
８
２
８
８

き
の
う

あ
し
た

あ
な
た

わ
た
し

楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
小
さ
い
お

子
様
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
ま
す
。

日
時u

３
月
18
日
g

午
後
１
時
開
場
　
１
時
半
開
演

場
所u

ひ
だ
ま
り
（
鹿
本
町
）

料
金u

無
料

…
吉
田
邦
子

1
43
‐
７
７
２
２

問
合
せ

期
間
中
は
護
摩
・
法
要
の
ほ
か
、
秘

宝
地
獄
極
楽
絵
図
と
釈
迦
涅
槃
絵
巻
図

も
公
開
し
て
い
ま
す

日
時u

３
月
15
日
d
〜
18
日
g

場
所u

相
良
寺
境
内

主
な
催
しu

15
日
　
午
前
11
時

観
音
護
摩
大
法
要

火
渡
り
採
燈
護
摩

18
日
　
午
前
10
時
　
観
音
法
楽

午
前
11
時

観
音
護
摩
結
願
大
法
要

…
相
良
寺
（
菊
鹿
町
相
良
）

1
48
‐
９
１
４
４

問
合
せ

日
時u

３
月
18
日
g

午
後
７
時

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

演
題u「

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を

目
指
し
て
」

講
師u

熊
本
大
学
教
授

北
野
　
隆
先
生

…
豊
前
街
道
顕
彰
会
事
務
局

（
山
鹿
市
立
博
物
館
内
）

1
43
‐
１
１
４
５

問
合
せ

母
子
・
父
子
家
庭
を
対
象
に
、
一
日

親
と
子
の
つ
ど
い
を
実
施
し
ま
す
。
親

子
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

対
象u

旧
山
鹿
市
（
山
鹿
地
区
）
で
中

学
生
以
下
の
母
子
・
父
子
家
庭

日
時u

３
月
19
日
a

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

阿
蘇
カ
ド
リ
ー
ド
ミ
ニ
オ
ン

募
集
定
員u

20
世
帯

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

募
集
期
限u

３
月
10
日
f
ま
で

参
加
費u

無
料

…
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
鹿
支
所
1
43
‐
１
１
３
４

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

開催日 行　事　名 時間 料金

狂言教室
休館日
平成17年度山鹿市・植木町自衛隊
入隊予定者合同激励会
春うらら…The八千代座
チャリティーコンサート
狂言教室
山鹿中学校吹奏楽部発表会

つなげよう過去
きのう

と未来
あした

、人
あなた

と人
わたし

フォーラムinやまが

狂言教室発表会

夜間
－

午後

日中

夜間
日中

日中

日中

関係者
－

無料

無料

関係者
無料

無料

無料

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

6日b

8日d

11日g

12日a

13日b

18日g

19日a

21日-

5日a

12日a

19日a

21日-

26日a

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時３
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

山鹿中央病院／幸村医院
横手医院／前原耳鼻咽喉科医院
平井藤岡医院／佐藤クリニック
大橋通クリニック／中川医院
桑木内科／まえはら泌尿器科クリニック

k
山鹿在住の会員25名による作品　静物や風景などそれ
ぞれのモチーフで表現した作品を展示　
前期u３月１日d～15日dまで（最終日は15：00まで）
後期u３月16日e～31日fまで（最終日は15：00まで）
※前期と後期では絵を入れ替えます。
パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
陶器や古布で作ったおひな様など100点展示
期間u３月７日cまで

Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

1/10
1/10
1/10
1/10
1/10
1/10
1/10
1/17
1/31
1/31
1/31
1/31

平成17年度三玉・八幡地区幹線4号工事
平成17年度菊鹿東部1期地区第26号工事
平成17年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐4号）
平成17年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐6号）
平成17年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐7号）
平成17年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐8号）
平成17年度南島汚水枝線管渠築造工事（志々岐9号）
山鹿熊入線歩道整備工事
鹿本中学校特別教室棟屋上防水改修工事
鹿本中学校外壁改修工事
御宇田・山鹿線（1工区）道路改良工事その1
日置馬見塚線排水路整備工事

山鹿市久原地内
山鹿市菊鹿町池永地内
山鹿市志々岐地内
山鹿市志々岐地内
山鹿市志々岐地内
山鹿市志々岐地内
山鹿市志々岐地内
山鹿市山鹿地内
山鹿市鹿本町来民地内
山鹿市鹿本町来民地内
山鹿市鹿本町御宇田地内
山鹿市方保田地内

2山榮建設
2吉里建設
1フチガミ
2久保田建設工業
2江崎建設
1戸上建設
江良興建社
2阿蘇品組
環境産業
2ヘルツ建設興業
2澤建設
1山鹿興建

22,470,000
11,324,250
16,800,000
13,230,000
15,246,000
17,010,000
13,366,500
14,962,500
11,518,500
5,250,000
13,965,000
6,347,250

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課　143ｰ1118

入札日

問合せ

k
春をテーマに県内在住作家20名の展示　
期間u３月７日cまで

k
油彩画15点　風景　静物画
期間u３月９日e～21日-まで

k
松永恭子先生の泗水教室展
期間u３月23日e～４月４日cまで
カフェギャラリー幸kou（菊鹿町阿佐古）
1４８‐３７６５
時間u10：00～20：00（水曜定休）

日時u４月８日g・９日a

主な催しu
８日g 湯寿の舞、御幸式行列、伝説綱引き

大会ほか
９日a スッポン料理大盤振る舞い、春風太

鼓まつり、市民総踊り、うまいもの
市、バナナのたたき売りほか

…山鹿総合支所総務振興課　
1４３‐１３６７

新酒を祝う蔵元のまつりです。新酒の振る舞いや山
鹿太鼓・山鹿灯籠踊りの披露などがあります。
日時u３月12日a １０:００～１５:００
場所u千代の園蔵元・豊前街道
入場料u無料
※当日は、午前10時から米米惣門ツアーが無料で体
験できます。
…千代の園酒造1 1４３‐２１６１問合せ

問合せ



赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

日時u３月６日b 山鹿・菊鹿
日時u３月13日b 山鹿・鹿北
日時u３月20日b 山鹿・鹿本
日時u３月27日b 山鹿・鹿央

鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央は、13：30～15：30まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北→鹿北総合支所
場所u菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（17年10月21日～17年11月30日生）
日時u３月７日c 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（17年７月生）
日時u３月28日c 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（16年７月生）
日時と対象u
３月16日e 山鹿q（山鹿・大道校区）
３月30日e 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（14年11月生）
日時と対象u
３月17日f 山鹿q（山鹿・大道校区）
３月24日f 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（17年７月・11月生）
日時u３月14日c 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（14年11月・12月生）
日時u３月23日e 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u３月６日b／菊鹿、13日b／山鹿・鹿北
20日b／鹿本、27日b／山鹿・鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿・菊鹿・鹿本・鹿央→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター

k
日時u３月８日d 13：30～14：30受付、診察14：00から
場所u山鹿健康福祉センター

k
日時u３月１日d・15日d・22日d
日時u13：30～14：30受付（山鹿のみ14：00から診察）
場所と対象u
１日・22日：山鹿健康福祉センター

15日：鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

場所と日時u

q鹿央町多目的研修センター：３月13日B ９：30～11：30／12：30～15：30
w鹿北町公民館：３月30日E ９：30～11：00
eＪＡ鹿本岩野支所：３月30日E 11：30～13：00／14：00～15：30

●接種の前に必ず母子手帳で接種履歴を
確認しましょう。わからない場合はお
住まいの地区の総合支所の保健師まで

お問い合わせください。

●この予防接種は、直接医療機関に受け
に行く個別接種になっています。その
際、事前に電話申し込みが必要です。
●予防接種を受けるときは、母子手帳を
必ず持参してください。

平成18年４月１日から麻しんと風しんの

定期の予防接種が変わります。

１歳から７歳６か月未満のお子さんがい
る保護者の皆さん、まだお済みでない場
合は、早めに予防接種を受けることをお
すすめします！

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

（H16.8.15生れ）

古閑（山鹿）

Qパパママからのメッセージ
あなたの笑顔がみんなを幸
せにしてくれます。ありがと
う！

Qわたしから一言
じいちゃん、ばあちゃん、
これからもいっぱい遊んで
ね！

（H16.3.16生れ）

芋生（鹿北）

Qわたしから一言
アンパンマンみたいに強く
なるぞう！！

（H16.10.12生れ）

（鹿北）

問合せ

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

今回は、「薬湯」について！薬湯は体を温めるばかりで
なく、さまざまな効能があるのです。身近にあるもので普
段捨ててしまいそうなものでできる薬湯をいくつかご紹介
します。

【みかんの皮】
（効能）皮膚の荒れ、神経痛、リウマチ、美容や血行促進

など
（方法）生の皮を沸いたお風呂に入れるか、天日で乾燥し

水から入れお風呂を沸かす。
※乾燥したみかんの皮は、「陳皮（チンピ）」と呼び、健
胃、鎮咳、しゃっくり、痰切り、風邪、咽の痛みなど
に用いる生薬となります。

【大根の葉】
（効能）体を温める、冷え性、神経痛、腰痛、リウマチ、

痔疾患など

（方法）大根の葉を日陰で乾燥し、沸いた浴槽に入れる。
※ビタミンAやミネラルを多く含み、食すれば健胃・食
中毒時の腹痛に効果がある

【杉・桧（ひのき）】
（効能）杉＝リウマチ、神経痛、腰痛、肩こり、鎮痛、リ

ラックス、ストレス解消、保温、むくみなど
桧＝アトピー性皮膚炎、ストレス解消、安眠作用、
神経痛、リウマチ、冷え性、新陳代謝向上、
美肌、腰痛、肩こり、保温など

（方法）刻んだ葉や木材の切りくずなどを布袋に詰めて風
呂に入れるか、鍋で煮出しその煮汁を入れる。

この様に、薬草として利用できる植物が身近にもありま
す。ゆ～かむでも、季節の薬草などを用いて薬湯を楽しむ
ことができますが、みなさんもご自宅で、挑戦してみては
いかがですか。



k
２月１日号「およろこび」で掲載した一ノ瀬真一郎さん
Q一ノ瀬志保さんのお名前は、宮崎真一郎さんQ一ノ瀬
志保さんの誤りでした。訂正してお詫びします。※１月中の届出受付分を掲載しています

◆およろこび◆

山　鹿 吉田　崇さんQ米澤聡子さん
川�雄介さんQ鹿瀬島　彩さん

平小城 田中利幸さんQ栗原理恵さん
松永清孝さんQ水政朋美さん

大　道 甲田博律さんQ木村美香さん
小川道作さんQ高木美知さん

岩　野 野中伸也さんQ田中春奈さん

内　田 渡邉剛弘さんQ岡本美雪さん
城　北 森川紘次さんQ内村かおりさん

来　民 橋本光広さんQ松本美和さん
中　富 隈部宗利さんQ�本美沙さん

千　田 竹田　孝さんQ平本美樹さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 田中大翔さん　中田和望さん
田所翔吾さん　白石美羽さん

米　田 立山愛佳さん　柿田潤希さん
山田理央さん

川　辺 伊豆永　麗さん　
平小城 田中樹理さん
大　道 古寺優輝さん　松田瑛斗さん

中島想奈さん　森川勇慎さん
新村菜々美さん　園田智翔さん
島田望愛さん

広　見 上原　竣さん　井上海翔さん

内　田 古田悠翔さん
城　北 木庭蓮人さん

来　民 平山千愛さん　古閑宏幸さん
�永伊吹さん　江島佑将さん
前田拓人さん　西田成秀さん
坂本太陽さん

稲　田 矢野航平さん　栗原亜衣さん
中　富 松尾拓実さん

千　田 有働杏奈さん　芳川真弥那さん
西村成竜さん

米野岳 平野優斗さん　鬼釜真浪さん
山　内 森　広重さん　廣松　遼さん

野田悠生さん　高崎莉奈さん
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◆おくやみ◆

山　鹿 吉田一弘さん(73) 下田昭三さん(77)
池田シズヲさん(94) 井上オキオさん(85)
中本ミツコさん(76)

米　田 山口ハル子さん(79) 船津　堯さん(87)
船津　覺さん(91) 隈部サツキさん(97)

川　辺 坂本スミ子さん(86) 塚本文次さん(94)
八　幡 �永武夫さん(65) 中嶋モゝヱさん(90)

鹿子木幸 さん(83) 中原真美さん(30)
戸澤勇喜さん(79) 新屋　進さん(69)
長瀬憲生さん(79) 竹下行春さん(90)
原　六子さん(98) 太田裕二郎さん(44)
末石　久さん(83)

平小城 野田公一さん(73) 仲間トキオさん(91)
三　岳 古家シズヱさん(97) 月足　滿さん(91)

江�忠夫さん(77) 渡邊　剛さん(77)
三　玉 中川敬一さん(74) 池田吉勝さん(84)

渕上アキヱさん(100) 吉里保之さん(80)
木庭　巧さん(82)

大　道 光永信明さん(42) 山田信吉さん(50)
光永誠也さん(72)

岳　間 中満秋義さん(98) 中満　勇さん(74)
播摩知明さん(82)

岩　野 石本光子さん(91) 村木サメさん(95)
田中シスコさん(94)

広　見 古川公明さん(68) 最上君江さん(90)

内　田 平川カズエさん(93) 名越辰男さん(77)
六　郷 平田 美さん(78) 冨田フミエさん(86)

古閑マスヨさん(85) 木庭ノブ子さん(78)
城　北 村上義秋さん(75) �田キヨ子さん(83)

本田啓介さん(91) 金森幸男さん(78)
冨田ミキヨさん(70)

来　民 前川さだ子さん(85) 長松幸子さん(81)
中　富 宮本孝次さん(53）

千　田 西口ツネコさん(86) 川原千里さん(80)
山下　學さん(85) 吉本爲俊さん(80)

米野岳 丸山郁代さん(81) 立山常芳さん(91)
立山キクノさん(90)

山　内 森　チズさん(92) 江藤正勝さん(56)
米加田美智子さん(79)


